
要。吸入器，吸引器㌔ マットは，日常生活用具  

の給付制度を利用する。   

＊在宅用の吸引器は，内臓バッテリー，ACア  

ダプター，カーバッテリーの3電源対応タイプが  

よい。また，経皮酸素モニターもアラーム機能が  

ある機種が好ましい。   

在宅になると病院や療育機関への通院，適所が  

必要になる。さらに自宅で過ごす時間を考えて，  

車椅子，座位保持装置などが必要である。   

6）療育，訓練施設や外来の確保   

知的発達，運動発達を促すた捌こも適所は必要  

である。適所に行くことにより，家族も一人で悩  

まずに，心のうちを相談できる仲間ができること  

になる。しかし，医療的ケアが必要な重症児が通  

える適所は多くない。東京都では要綱に基づき，  

重症心身障害の幼児の適所事業を実施している。   

呼吸機能を保つためや変形，拘縮の予防改善の  

ためにも早期からのリハビリテーションが不可欠  

である。さらに，歯科による口腔ケアや摂食訓練  

も非常に大切である。  

のやり方を受け入れることができなくなったり，  

児の状態が変わっているのに，同じやり方を続け  

てしまう原因になってしまう。   

2）緊急時対応できる病院の確保   

安心して在宅を行うために必ず必要である。   

3）訪問看護の確保   

重度の障害があり気管切開，人工呼吸器がある  

場合，受け入れてくれる看護ステーションはまだ  

少ない。   

4）訪問入浴の確保   

入浴は，皮膚の清潔保持や緊張緩和のためにも  

必要不可欠である（訪問入浴は区市町村ごとに年  

齢などの利用条件が異なる）。   

5）必要物品の確保   

在宅人工呼吸器：病院と在宅人工呼吸器業者間  

でレンタル契約を行い家族に医療保険内で貸しだ  

す（保険がきく）。   

しかし，経皮酸素モニターとアンビュバックは  

購入。吸入器，吸引器も必要。また，側鸞がある  

場合など，裾瘡予防のために体圧分散マットが必  

病院（NICU）  

・－・・∴ 十・  大学病院  

重症心身障害児施設  
療育センター等  

児童デイサービス  

匝垂車重］  

通園，適所サービス  

図 継続的支援体制   
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のかをわれわれも理解し，アドバイスをしていく  

必要がある。   

最後に，NICU・一般病棟から，在宅に帰すとい  

うことは，重症児の生命の息吹を両親や社会に知っ  

てもらうことと，家族とともに過ごす大切な時間  

をつくるという意味がある。そのためのサポート  

体制の整備が望まれる。   

7）短期入所の確保   

重症児を家庭だけでかかえ，援助のない状態で  

は家族はつぶれてしまう。定期的に家族のリフレッ  

シュのためや児の全身状態を再検討するためにも  

短期入所が必要である。   

この短期入所はおもに重症心身障害児施設が行っ  

ている。利用にあたっては短期入所の受給者証が  

必要なため，区市町村で交付を受ける必要がある。   

以上のような調整を行うことで初めて在宅が可  

能となる。ただ帰すのではなく，児や家族を継続  

的に支援する体制づくりが重要である（図）。   
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11）黒川 徹（監）：重症心身障害医学一最近の進歩，日  
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おわ り に   

NIC二Uや一般病棟の多くの小児科医は，日々，  

献身的な医療を行っている。最先端の医療を提供  

するた捌こ全力を尽くしている。そのなかで，重  

症児が在宅移行するためにも，濃厚な医療ケアが  

できる中間施設や超重症児受け入れ可能な重症心  

身障害児施設の整備が課題となっている7・8）。実際  

に受け入れるためには，医療設備の改善や人的配  

置の見直し，入院医療費の改善さらに緊急時など  

における他医療機関との連携作りが緊急の課題で  

ある。   

当センターでは，開設時に，全入所者中，（準）  

超重症児を55％，そのうち15人はNICUや一般  

病棟から受け入れた。入所後，初めて外出ができ  

動物園にいった人工換気療法中の児や，入浴がで  

きた児，さらに，家族の面会時間が長くなったな  

どの声もあり，生き生きとした表情で生活してい  

る。   

医療は生命を守るた捌こ大切だが，生き生きと  

社会の中で生きていくた捌こは，同時に，福祉制  

度を活用していく必要がある。福祉制度は，利用  

する人が自ら動かないと提供してもらえない制度  

である。そのた捌こ，どのような制度があり，ど  

のよご）な制度を活用するとよりよく生活ができる  

＊  ＊  ＊  
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か者∋る医師隆凍る  

ステム  

としての重症児施設の役割を考える   

過重症児・準超重症児は全国におよそ1万人（推定）。障害者自立支援法  

や診療報酬の改定等により、今冬施設でその方たちの受け入れが困難な状  

況にあります。   

超重症児・準超重症児にはどのような支援が必要か、またそのために必要  

なシステム。態勢とは？NICUの後方支援ということも視野に入れなカ  

ら、これからの重症児施設の役割を3入の先生方に語っていただきま  

（心身障害児総合  
出席者  北住 映≡  

岩崎 裕治  

和泉 美奈  

ター。むらさき  

副院長）  

司 会  秋 山  

秋
山
 
本
日
は
、
日
頃
か
ら
重
症
心
身
障
害
児
者
 
 

に
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
療
育
に
献
身
的
な
 
 

ご
尽
力
を
く
だ
さ
っ
て
い
る
超
多
忙
な
先
生
方
に
 
 

お
い
で
い
た
だ
い
て
、
お
話
を
お
聞
き
す
る
機
会
 
 

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 

包
厳
し
い
環
境
 
 
 

ご
承
知
の
よ
う
に
、
昨
年
4
月
に
障
害
者
白
馬
 
 

支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
合
 
 

わ
せ
て
児
童
福
祉
法
も
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

従
来
の
措
置
制
度
か
ら
契
約
制
度
へ
と
転
換
し
、
 
 

新
し
い
利
用
者
負
担
の
考
え
方
が
導
入
さ
れ
た
と
 
 

い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
改
革
に
よ
り
ま
 
 

し
て
施
設
体
系
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
系
の
変
更
が
 
 

行
わ
れ
ま
し
て
、
重
症
児
施
設
の
運
営
も
改
革
に
 
 

沿
っ
た
新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

ま
た
、
重
症
児
施
設
は
医
療
施
設
で
も
あ
り
ま
 
 

す
か
ら
医
療
費
の
改
定
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
 
 

る
わ
け
で
す
が
、
昨
年
は
2
年
に
一
度
の
診
療
報
 
 

酬
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
起
こ
っ
た
 
 

大
き
な
問
題
は
入
院
基
本
料
に
関
す
る
こ
と
で
し
 
 

て
、
例
え
ば
障
害
者
施
設
入
院
基
本
料
を
選
択
し
 
 

て
い
る
施
設
で
は
看
護
師
の
配
置
基
準
が
厳
し
く
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適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
夜
勤
2
人
の
看
護
師
 
 

の
配
置
が
な
い
と
診
療
報
酬
の
点
数
が
低
く
な
る
 
 

と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
 
 
 

し
か
し
、
最
近
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
 
 

て
い
ま
す
が
、
看
護
師
の
確
保
難
は
特
に
深
刻
な
 
 

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
超
重
 
 

症
児
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
施
設
で
は
、
や
む
 
 

を
得
ず
病
棟
の
編
成
替
え
と
か
、
施
設
の
病
床
規
 
 

模
を
縮
小
す
る
所
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
一
 
 

方
で
は
、
在
宅
支
援
が
叫
ば
れ
る
中
で
看
護
師
が
 
 

確
保
で
き
な
い
た
め
、
短
期
入
所
の
受
け
入
れ
を
 
 

断
ら
れ
る
事
態
も
起
こ
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
 
 

お
り
ま
す
。
 
 
 

本
日
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
状
況
の
中
で
 
 

は
あ
り
ま
す
が
、
年
々
増
加
す
る
超
重
症
児
者
に
 
 

ど
の
よ
う
に
支
援
が
で
き
る
か
、
と
い
う
観
点
で
 
 

お
話
を
承
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

先
ご
ろ
の
国
会
で
は
、
N
I
C
U
や
関
係
医
療
 
 

機
関
に
滞
留
し
て
い
る
超
重
症
児
者
へ
の
対
応
問
 
 

題
に
関
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
 
 

っ
て
、
先
般
、
厚
生
労
働
省
母
子
保
健
課
の
方
々
 
が
東
部
療
育
 

セ
ン
タ
ー
へ
視
察
に
来
ら
れ
、
有
馬
 
 

北
住
 
私
た
ち
の
と
こ
ろ
は
む
ら
さ
き
愛
育
園
（
以
 
 

下
、
む
ら
さ
き
）
だ
け
で
は
な
く
て
、
心
身
障
害
児
 
 

総
合
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
全
体
で
い
ろ
ん
な
障
害
 
 

の
方
を
看
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
超
重
症
児
の
方
 
 

は
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
だ
け
で
な
く
肢
体
不
 
 

自
由
児
施
設
に
も
短
期
入
所
な
ど
で
入
っ
て
お
ら
 
 

れ
ま
す
。
小
田
渡
先
生
（
睦
学
園
）
が
最
近
行
っ
た
 
 

調
査
で
は
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
に
入
所
し
て
い
 
 

る
大
島
分
類
1
～
4
に
該
当
す
る
方
が
全
国
で
8
9
0
 
 

名
い
ま
す
。
そ
の
中
で
超
重
症
児
が
3
4
名
、
準
超
重
 
 

症
児
が
1
0
0
名
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。
 
 
 

私
た
ち
の
と
こ
ろ
で
、
外
来
・
短
期
入
所
の
利
 
 

院
長
は
じ
め
、
諸
先
生
方
で
対
応
さ
れ
た
と
お
聞
 
 

き
し
、
こ
の
間
題
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
 
 

を
感
じ
て
い
る
も
の
で
す
。
 
 
 

そ
れ
で
は
、
ま
ず
北
住
先
生
か
ら
、
超
重
症
児
 
 

の
現
状
や
、
む
ら
さ
き
愛
育
園
の
実
情
な
ど
を
お
 
 

請
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 
 

超
重
症
児
者
の
 
 

実
態
。
現
状
 
 

用
者
を
調
べ
て
み
ま
し
た
ら
、
超
重
症
児
者
が
約
 
 

5
0
名
、
準
超
重
症
児
者
が
9
0
名
、
合
計
1
4
0
名
お
ら
 
 

れ
ま
し
た
。
こ
の
数
字
に
は
東
京
だ
け
で
な
く
埼
 
 

玉
の
方
も
少
し
含
ま
れ
ま
す
が
、
か
な
り
在
宅
の
 
 

方
で
も
い
ら
っ
し
や
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 
 

・
も
ー
上
－
・
▲
■
▼
一
惧
－
▲
＿
▼
l
つ
l
▼
▲
冒
l
▲
う
・
1
’
′
几
▼
1
－
－
モ
1
▼
与
1
▼
1
1
＝
▲
▼
∫
島
も
・
与
▼
1
－
－
与
・
◆
1
冒
・
・
－
r
■
U
▼
l
Y
▲
モ
 
 
 

㊥
全
国
に
超
重
症
児
は
約
1
万
人
 
 

北
住
 
平
成
1
6
年
度
に
都
内
の
各
施
設
を
対
象
に
 
 

調
査
が
あ
り
ま
し
た
。
一
定
期
間
に
、
外
来
、
通
 
 

園
、
入
院
、
短
期
入
所
を
利
用
し
た
重
症
心
身
障
 
 

害
児
者
の
数
で
、
同
じ
方
を
重
複
し
て
数
え
な
い
 
 

よ
う
配
慮
さ
れ
た
調
査
で
す
が
、
3
歳
末
満
と
学
 
 

齢
児
は
除
い
た
調
査
で
す
。
 
 
 

そ
の
結
果
は
、
大
島
分
類
の
1
～
4
＝
6
9
3
名
（
う
 
 

ち
超
重
症
児
者
‥
6
7
名
、
準
超
重
症
児
者
‥
1
6
5
名
、
 
 

合
計
2
3
2
名
）
と
い
う
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
 
 

れ
は
3
歳
末
満
と
学
齢
の
子
を
除
い
た
数
で
す
の
 
 

で
、
例
え
ば
肢
体
不
自
由
児
養
護
学
校
は
都
内
に
 
 

1
4
校
あ
り
ま
す
が
、
、
各
校
少
な
く
て
も
川
名
く
ら
 
 

い
は
主
に
訪
問
の
方
で
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
 
 

更
に
3
歳
末
摘
も
含
め
ま
す
と
、
少
な
く
と
も
都
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軽
鞋
超
重
症
了
準
超
重
症
児
者
は
5
0
0
名
は
い
る
の
 
 

で
嫁
琴
い
か
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
東
京
都
を
一
割
 
 

と
じ
そ
、
全
国
で
約
5
0
0
0
名
く
ら
い
の
方
が
 
 

在
宅
や
暮
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
 
 

れ
ま
ず
。
・
そ
の
辺
の
在
宅
の
数
を
よ
り
把
握
す
る
 
 

萎
フ
な
■
調
査
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。
最
近
の
重
症
児
福
祉
協
 
 

会
・
の
調
査
に
よ
る
と
、
N
I
C
U
に
長
期
入
院
さ
 
 

れ
セ
い
る
お
子
さ
ん
は
全
国
で
約
3
0
0
～
3
4
0
名
と
推
 
 

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
N
I
C
U
に
い
る
場
 
 

合
と
、
N
I
C
U
か
ら
出
て
一
般
病
棟
に
い
る
場
 
 

合
も
含
め
た
数
で
す
。
 
 
 

施
設
長
期
利
用
者
が
約
3
0
0
0
名
、
在
宅
で
 
 

少
な
く
と
も
約
5
～
6
0
0
0
名
、
そ
れ
か
ら
N
 
 

I
C
U
や
N
I
C
U
後
一
般
病
院
に
い
る
方
が
約
 
 

3
0
0
名
。
合
計
で
約
9
0
0
0
～
1
0
0
0
0
名
く
 
 

超重症児の実態に  

ついて語る北住先生  

ら
い
の
方
た
ち
に
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
と
い
 
 

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 
 

秋
山
 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
に
岩
崎
 
 

先
生
、
東
部
療
育
セ
ン
タ
1
（
以
下
、
東
部
）
 
の
 
 

こ
と
も
含
め
て
お
願
い
し
ま
す
。
 
 

l
b
▼
≠
モ
ー
h
－
▲
号
l
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・
－
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▼
三
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▼
圭
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▼
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～
h
－
・
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Y
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㊥
施
設
の
半
数
以
上
が
超
重
症
児
 
 

岩
崎
 
超
重
症
児
。
準
超
重
症
児
に
つ
い
て
で
す
 
 

が
、
東
京
都
内
の
適
所
の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
 
 

都
内
に
1
4
施
設
で
3
5
1
名
の
在
籍
で
す
が
、
2
7
8
名
で
 
 

調
査
を
し
て
、
超
重
症
児
者
が
そ
の
う
ち
の
7
7
名
、
 
 

2
7
。
7
％
、
準
超
重
症
児
者
が
9
5
名
、
3
4
。
2
％
、
 
 

合
わ
せ
る
と
6
1
％
が
超
。
準
超
重
症
児
者
と
い
う
 
 

こ
と
で
、
や
は
り
在
宅
の
方
の
重
症
度
が
高
い
と
 
 

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
昨
年
に
行
っ
た
全
国
 
 

通
所
施
設
連
絡
協
議
会
の
結
果
で
も
、
A
型
で
 
 

9
。
3
％
が
超
重
症
児
者
、
1
8
。
8
％
が
準
超
重
 
 

症
児
者
で
し
た
。
入
所
に
比
べ
て
同
じ
程
度
の
重
 
 

症
度
に
あ
た
り
、
在
宅
に
多
く
の
重
症
の
方
が
い
 
 

ら
っ
し
ゃ
る
の
．
だ
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

我
々
の
施
設
は
平
成
1
7
年
1
2
月
に
開
設
さ
れ
た
 
 わ

け
で
す
が
、
当
初
か
ら
都
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
 
 

て
、
超
。
準
超
重
症
児
者
を
少
な
く
と
も
半
数
以
 
 

上
は
受
け
て
欲
し
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 

こ
れ
は
重
症
の
方
達
が
増
え
て
き
て
い
る
現
状
と
、
 
 

民
間
の
施
設
で
は
こ
う
い
う
重
症
の
方
達
を
受
け
 
 

入
れ
る
と
い
う
こ
と
が
経
費
の
面
で
も
か
な
り
難
 
 

し
い
で
す
し
、
看
護
師
や
医
師
等
の
マ
ン
パ
ワ
ー
 
 

も
必
要
で
す
。
で
す
か
ら
公
的
な
施
設
で
受
け
て
 
 

い
か
な
け
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
で
そ
の
よ
う
に
な
 
 

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

現
在
、
長
期
入
所
の
方
が
9
0
名
お
ら
れ
ま
す
が
V
 
 

そ
の
う
ち
2
3
名
が
超
重
症
児
者
の
方
、
2
7
名
が
準
 
 

超
重
症
児
者
の
方
で
す
。
全
体
の
平
均
年
齢
は
2
8
 
 

歳
で
、
超
重
症
の
方
は
1
8
。
5
歳
、
準
超
重
症
の
 
 

方
は
2
2
。
3
歳
で
す
。
や
は
り
医
療
的
に
重
度
の
 
 

方
は
若
い
方
達
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
呼
吸
 
 

器
を
付
け
て
い
る
方
が
2
0
名
、
気
管
切
開
の
方
が
 
 

3
5
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
4
病
棟
あ
り
ま
す
が
、
 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
病
棟
に
大
体
同
じ
程
度
分
か
れ
て
入
 
 

所
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
ん
な
に
重
症
の
方
 
 

達
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
施
設
は
初
め
て
で
、
 
 

超
。
準
超
重
症
児
者
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
5
4
・
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5
％
に
な
り
ま
す
。
 
 
 

思
っ
て
い
た
以
上
に
い
ろ
い
ろ
な
面
で
大
変
で
、
 
 

医
者
も
そ
う
で
す
が
、
一
番
大
変
な
の
は
病
棟
で
 
 

こ
う
い
う
重
い
子
達
の
介
護
や
看
護
を
し
て
い
る
 
 

ス
タ
ッ
フ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
開
設
し
て
 
 

間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
様
々
な
職
員
の
 
 

医
療
的
な
知
識
や
技
術
を
一
定
の
レ
ベ
ル
ま
で
持
 
 

っ
て
い
く
こ
と
が
現
場
で
第
一
に
大
変
だ
っ
た
の
 
 

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

そ
れ
か
ら
、
ハ
ー
ド
面
で
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
 
 

モ
ニ
タ
ー
類
の
機
材
を
か
な
り
入
れ
て
い
た
だ
い
 
 

た
こ
と
で
す
。
あ
る
程
度
は
ど
う
し
て
も
目
が
離
 
 

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
 
 

で
そ
の
あ
た
り
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
 
 

l
＿
▼
▲
ラ
f
▲
▼
∫
之
・
▲
▼
■
モ
・
▲
▼
と
T
l
＿
▼
A
ヽ
・
l
▲
【
・
1
＿
▼
1
葛
‥
▲
▼
∫
∈
・
・
▲
▼
一
■
†
1
＿
▼
1
i
＝
▲
▼
ノ
き
・
●
・
1
マ
◆
1
マ
・
▲
▼
1
号
i
▲
▼
キ
、
 
 

㊥
医
療
・
生
活
の
場
 
 

と
し
て
の
ジ
レ
ン
マ
 
 

北
住
 
重
症
児
施
設
は
単
に
医
療
の
場
で
な
く
て
 
 

生
活
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
医
療
も
し
っ
か
り
し
 
 

な
が
ら
更
に
人
間
的
な
生
活
を
支
え
て
い
く
。
小
 
 

児
期
で
あ
れ
ば
精
神
的
な
成
長
を
支
え
て
い
く
。
 
 

そ
れ
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
医
療
 
 

的
な
介
護
や
処
置
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
 
 

り
ま
す
。
 
 
 

む
ら
さ
き
で
も
超
重
症
児
者
が
多
い
病
棟
は
3
3
 
 

名
中
2
0
名
、
約
6
割
と
い
う
病
棟
が
あ
り
ま
す
。
 
 

ス
タ
ッ
フ
は
3
0
名
ち
ょ
っ
と
し
か
配
置
で
き
な
い
 
 

中
で
、
医
療
処
置
に
追
わ
れ
て
し
ま
う
。
生
活
を
 
 

支
え
る
と
 

児
で
あ
っ
て
も
し
っ
か
り
し
て
い
く
こ
と
が
長
く
 
 

生
活
す
る
方
に
と
っ
て
は
施
設
の
働
き
と
し
て
大
 
 

切
で
す
。
し
か
し
そ
こ
ま
で
手
が
回
り
に
く
く
な
 
 

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
今
辛
い
と
こ
ろ
で
す
。
東
 
 

部
の
場
合
は
い
か
が
で
す
か
？
 
 

岩
崎
 
現
実
的
に
は
開
設
′
し
て
か
ら
の
一
年
間
は
、
 
 

ま
ず
医
療
的
な
面
を
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
優
 
 

先
し
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
で
 
 

き
る
だ
け
生
活
の
質
を
高
め
た
い
と
考
え
て
き
ま
 
 

東部療育センターに  

ついて語る岩崎先生  

し
た
が
、
現
実
的
に
は
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
 
 

部
分
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

し
か
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
療
育
施
設
に
 
 

就
職
し
ょ
う
と
い
う
職
員
は
、
医
療
的
な
ケ
ア
だ
 
 

け
で
な
く
、
生
活
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
思
い
 
 

を
多
か
れ
少
な
か
れ
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
 
 

思
い
が
あ
る
の
に
、
医
療
的
な
こ
と
を
こ
な
す
だ
 
 

け
で
精
一
杯
で
な
か
な
か
辛
が
回
ら
な
い
。
そ
う
 
 

い
う
ジ
レ
ン
マ
の
中
で
辞
め
て
い
か
れ
る
ケ
ー
ス
 
 

も
実
際
に
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

今
後
は
生
活
面
の
充
実
が
課
題
と
思
っ
て
い
ま
 
 

す
。
我
々
の
施
設
に
要
求
さ
れ
る
も
の
は
〝
医
療
 
 

的
に
は
も
ち
ろ
ん
し
っ
か
り
看
て
ほ
し
い
け
れ
ど
 
 

も
、
生
活
も
大
事
に
し
て
ほ
し
い
″
そ
れ
が
ご
家
 
 

族
も
ご
本
人
も
望
ま
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
 
 

い
ま
す
ノ
。
 
 

北
住
 
そ
の
部
分
を
し
っ
か
り
や
ら
な
い
と
や
は
 
 

り
職
員
の
意
欲
が
落
ち
て
し
ま
う
。
運
営
す
る
者
 
 

と
し
て
、
そ
の
部
分
を
で
き
る
だ
け
保
ち
な
が
ら
 
 

運
営
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
ス
タ
ッ
フ
の
体
制
が
 
 

で
き
な
い
と
、
結
局
施
設
は
で
き
て
も
ス
タ
ッ
フ
 
 

が
な
か
な
か
確
保
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
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＼〕  て
し
ま
い
ま
す
。
 
 

秋
山
 
超
。
準
超
重
症
児
に
対
す
る
非
医
療
的
支
 
 

援
と
い
う
と
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
 
 

カ
フ
・
 
 

北
住
 
医
療
と
重
な
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
単
 
 

純
に
は
、
ベ
ッ
ド
だ
け
で
な
く
下
ろ
せ
る
方
は
フ
 
 

ロ
ア
に
下
ろ
す
。
フ
ロ
ア
に
下
り
て
う
つ
ぶ
せ
の
 
 

姿
勢
を
取
る
。
う
つ
ぶ
せ
の
姿
勢
を
取
る
こ
と
に
 
 

よ
っ
て
辛
が
使
い
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
肺
 
 

炎
を
防
ぐ
、
呼
吸
機
能
を
維
持
す
る
と
い
う
意
味
 
 

も
あ
り
ま
す
。
手
を
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
 
 

キ
ー
ボ
ー
ド
を
操
作
で
き
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
 
 

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 
 
 

そ
れ
か
ら
病
棟
の
中
で
も
、
朝
に
な
っ
た
ら
着
 
 

替
え
を
し
て
き
ち
っ
と
生
活
の
リ
ズ
ム
を
作
る
。
 
 

日
光
浴
で
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
た
り
、
日
が
当
た
る
所
 
 

に
移
動
す
る
。
お
散
歩
を
す
る
。
呼
吸
器
を
付
け
 
 

て
い
て
も
外
出
を
す
る
。
文
化
祭
な
ど
の
学
校
の
 
 

行
事
や
旅
行
へ
行
く
な
ど
。
ま
た
季
節
感
の
あ
る
 
 

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
は
心
が
け
て
い
 
 

ま
す
。
 
 
 

元
々
、
児
玉
先
生
（
前
む
ら
さ
き
愛
育
園
園
長
）
 
 

や
鈴
木
先
生
 
（
前
み
ど
り
愛
育
園
園
長
）
 
が
、
単
 
 

に
命
の
維
持
だ
け
で
は
な
く
て
生
活
を
広
げ
豊
か
 
 

に
す
る
た
め
の
医
療
と
い
う
こ
と
を
重
要
視
し
て
 
 

こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
超
重
症
児
で
も
同
じ
で
 
 

す
。
施
設
の
限
ら
れ
た
中
で
も
で
き
る
こ
と
も
あ
 
 

り
ま
す
。
た
だ
ギ
リ
ギ
リ
で
処
置
も
多
く
な
っ
て
 
 

く
る
と
、
や
り
た
く
て
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
 
 

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 
 

が
で
す
が
。
 
 

秋
山
 
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
和
泉
先
生
い
か
 
 
 

和
泉
 
東
部
も
開
い
て
2
年
経
っ
て
い
な
い
の
で
 
 

す
が
、
少
し
ず
つ
非
医
療
的
支
援
を
増
や
し
た
い
 
 

な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
他
部
署
 
 

と
の
調
整
が
難
し
い
点
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
 
 

‘
・
三
■
■
l
■
’
－
土
≒
－
・
h
▼
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三
・
l
Y
▲
≡
＝
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h
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㊥
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
 
 

和
泉
一
つ
は
医
療
的
ケ
ア
の
問
題
で
、
保
育
 
 

士
。
指
導
員
。
P
T
の
方
が
、
院
内
活
動
で
病
棟
 
 

の
外
へ
出
か
け
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
院
外
の
お
 
 

散
歩
で
も
す
ぐ
隣
の
公
園
な
ど
に
出
た
い
場
合
に
 
 

も
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
安
全
の
確
保
や
親
御
さ
 
 

ん
の
承
諾
が
必
要
と
な
る
の
で
、
な
か
な
か
す
ぐ
 
 

に
は
で
き
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
 
 
 

そ
れ
か
ら
、
例
え
ば
N
I
C
U
の
お
子
さ
ん
の
 
 

中
に
は
6
歳
以
上
に
達
し
て
も
行
き
場
が
な
く
、
 
 

学
校
も
就
学
免
除
で
、
生
ま
れ
て
か
ら
一
度
も
外
 
 

出
し
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
ご
き
ょ
う
だ
い
に
も
 
 

面
会
が
許
さ
れ
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
も
な
い
の
で
変
形
 
 

の
強
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
車
椅
子
も
あ
り
ま
せ
 
 

ん
し
、
本
人
も
環
境
の
変
化
で
落
ち
着
か
な
い
状
 
 

態
で
す
か
ら
、
非
医
療
的
支
援
に
辿
り
着
く
ま
で
 
 

に
は
相
当
時
間
を
か
け
て
一
つ
ず
つ
揃
え
て
い
く
 
 

と
い
う
こ
と
に
今
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 
 
 

親
御
さ
ん
側
に
も
希
望
が
あ
り
、
職
員
も
や
り
 
 

た
い
気
持
は
あ
る
け
れ
ど
も
職
員
不
足
、
医
療
的
 
 

ケ
ア
の
問
題
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
導
入
の
問
題
な
ど
 
 

で
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
気
が
す
る
の
で
す
が
…
。
 
 

北
住
 
学
齢
期
の
お
子
さ
ん
は
学
校
で
す
か
？
 
 

岩
崎
 
今
ま
で
は
訪
問
学
級
で
し
た
が
、
4
月
か
 
 

ら
分
教
室
が
で
き
た
の
で
、
そ
ち
ら
に
通
っ
た
り
、
 
 

先
生
が
病
棟
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
 
 

北
住
 
そ
こ
で
分
教
室
な
り
訪
問
の
先
生
と
ど
の
 
 

よ
う
に
連
携
を
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
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だ
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
い
ろ
ん
な
活
動
が
で
き
 
 

る
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

私
た
ち
の
施
設
で
は
、
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
 
 

め
の
各
病
棟
の
活
動
を
支
援
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
病
 
 

棟
業
務
だ
け
に
追
わ
れ
な
い
日
中
活
動
ス
タ
ッ
フ
 
 

と
し
て
独
立
し
た
位
置
づ
け
を
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
 
 

各
病
棟
と
連
携
を
し
て
支
援
す
る
と
い
う
形
を
始
 
 

め
て
い
ま
す
。
病
棟
に
よ
っ
て
差
が
出
て
し
ま
う
 
 

と
困
り
ま
す
し
、
元
気
な
人
だ
け
が
活
動
を
受
け
 
 

ら
れ
る
よ
う
で
も
困
り
ま
す
。
な
か
な
か
病
棟
か
 
 

ら
出
ら
れ
な
い
人
は
そ
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
病
棟
 
 

で
活
動
を
行
う
。
学
齢
期
を
過
ぎ
た
方
へ
は
、
そ
 
 

う
い
う
活
動
を
行
う
こ
と
で
生
活
を
充
実
さ
せ
る
 
 

た
め
の
活
動
を
公
平
に
且
つ
効
率
的
に
と
い
う
こ
 
 

と
で
や
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
 
 

和
泉
 
そ
の
ス
タ
ッ
フ
は
看
護
職
の
方
で
す
か
？
 
 

非医療的支援に  

ついて語る和泉先生  

北
住
 
い
え
、
指
導
支
援
の
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
 
 

和
泉
 
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
例
え
ば
、
学
校
 
 

で
は
医
療
的
ケ
ア
は
一
定
の
条
件
の
下
、
決
め
ら
 
 

れ
た
範
囲
内
で
あ
れ
ば
先
生
方
も
や
っ
て
い
い
こ
 
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
は
重
症
児
 
 

施
設
で
も
こ
の
間
題
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
超
重
症
の
方
が
増
え
る
こ
 
 

と
で
、
医
療
的
な
こ
と
は
看
護
師
が
全
て
や
る
と
 
 

な
る
と
、
ま
す
ま
す
看
護
師
は
そ
れ
だ
け
に
追
わ
 
 

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療
的
支
援
は
看
護
師
、
非
 
 

医
療
的
支
援
は
指
導
員
と
完
全
に
分
け
る
の
で
は
 
 

な
く
て
相
互
に
あ
る
程
度
役
割
分
担
は
し
な
が
ら
 
 

重
な
る
部
分
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

養
護
学
校
も
一
、
二
年
ほ
ど
前
ま
で
は
学
校
の
 
 

先
生
に
指
導
を
し
て
、
な
る
べ
く
や
っ
て
い
た
だ
 
 

く
と
い
う
流
れ
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
 
 

が
、
つ
い
最
近
で
は
学
校
の
先
生
は
な
る
べ
く
し
 
 

な
い
で
、
学
校
に
看
護
師
を
増
や
す
方
向
に
あ
る
 
 

と
聞
い
た
の
で
す
が
…
。
 
 

秋
山
 
学
校
で
の
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
当
 
 

会
、
北
浦
会
長
が
文
部
科
学
省
に
協
力
し
て
、
厚
 
 

生
労
働
省
等
に
働
き
か
け
を
さ
れ
、
教
員
に
よ
る
 
 三

つ
の
行
為
の
実
施
が
認
め
ら
れ
た
の
で
し
た
。
 
 

こ
れ
は
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
 
 

と
し
て
そ
の
連
携
・
協
力
の
下
に
日
常
的
b
応
急
 
 

的
手
当
を
安
全
に
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 

北
住
 
経
菅
栄
養
の
は
じ
め
の
音
の
確
認
は
看
護
 
 

師
が
責
任
を
持
ち
先
生
も
一
緒
に
行
い
、
注
入
や
 
 

見
守
り
は
先
生
が
行
う
な
ど
、
看
護
師
と
先
生
が
 
 

連
携
し
て
、
一
定
範
囲
の
ケ
ア
を
学
校
の
先
生
が
 
 

行
う
と
い
う
基
本
は
同
じ
で
す
。
 
 
 

東
京
都
の
場
合
も
一
旦
厳
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
 
 

緊
急
対
応
と
い
う
こ
と
で
、
本
当
に
ケ
ア
が
必
要
 
 

な
時
に
看
護
師
が
傍
に
い
な
い
け
れ
ど
も
吸
引
し
 
 

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
 
 

あ
る
程
度
は
幅
を
持
た
せ
た
方
向
に
な
っ
て
き
て
 
 

い
ま
す
。
福
祉
の
場
で
も
看
護
師
以
外
の
方
が
ど
 
 

ん
ど
ん
や
っ
て
い
い
で
す
よ
と
な
る
と
、
結
局
看
 
 

護
師
を
減
ら
し
て
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
 
 

ま
う
の
で
す
。
だ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
と
思
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

必
要
な
医
療
的
な
対
応
を
ど
う
し
て
い
く
か
に
 
 

つ
い
て
は
、
そ
れ
を
誰
が
ど
う
担
う
か
と
い
う
問
 
 

題
と
財
源
の
問
題
と
あ
り
ま
す
。
今
は
財
源
の
面
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で
は
、
政
府
は
医
療
費
で
は
な
く
で
き
る
だ
け
福
 
 

祉
の
お
金
を
使
え
と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い
ま
す
 
 

が
、
重
症
児
施
設
で
も
そ
の
辺
を
き
ち
っ
と
整
理
 
 

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。
私
は
養
護
 
 

学
校
と
同
じ
よ
う
に
き
ち
ん
と
し
た
体
制
が
あ
れ
 
 

ば
看
護
師
以
外
で
も
一
定
の
範
囲
の
医
療
的
ケ
ア
 
 

は
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
け
る
 
 

と
良
い
と
思
い
ま
す
が
。
 
 

秋
山
 
養
護
学
校
は
医
療
の
施
設
。
病
院
で
は
な
 
 

い
の
で
、
本
来
、
医
療
の
職
員
が
い
な
い
か
ら
と
 
 

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
医
療
施
設
の
 
 

中
で
福
祉
の
人
も
や
っ
て
い
い
よ
と
い
う
こ
と
に
 
 

な
る
と
、
そ
れ
で
は
看
護
師
は
少
な
く
て
も
い
い
 
 

の
で
は
な
い
か
と
い
う
方
向
に
持
っ
て
い
か
れ
る
 
 

恐
れ
が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
 
 

超重症児の可能性につい  

てたずねる秋山副会長  

◎
命
の
嘲
能
性
 
 

秋
山
 
先
日
医
療
課
長
の
と
こ
ろ
へ
要
望
に
伺
っ
 
 

た
時
に
こ
う
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
「
超
重
症
 
 

児
と
い
う
の
は
何
も
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
 
 

す
か
？
」
 
と
。
そ
の
時
に
北
浦
会
長
が
こ
う
い
う
 
 

お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

「
こ
の
子
は
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
 
 

っ
て
い
た
あ
る
お
母
さ
ん
に
、
お
医
者
さ
ん
が
脳
 
 

波
を
測
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
母
さ
 
 

ん
の
声
か
け
に
脳
波
が
反
応
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
 
 

そ
れ
を
見
た
お
母
さ
ん
は
 
「
あ
っ
、
わ
か
っ
て
い
 
 

た
ん
だ
！
」
と
気
付
き
、
そ
れ
か
ら
毎
日
声
掛
け
 
 

を
し
、
さ
す
っ
て
あ
げ
て
い
た
ら
、
し
ば
ら
く
し
 
 

て
そ
の
子
が
ニ
ッ
コ
リ
笑
う
よ
う
に
な
っ
た
と
…
。
 
 
 

先
生
方
は
こ
う
し
た
超
重
症
児
の
命
の
可
能
性
 
 

を
お
感
じ
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
。
 
 

北
住
 
感
覚
的
に
は
「
匂
い
」
 
へ
の
反
応
が
と
て
 
 

も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
匂
い
を
感
じ
る
、
風
 
 

を
感
じ
る
、
空
気
の
流
れ
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
 
 

は
基
本
的
な
こ
と
で
す
し
、
そ
れ
か
ら
雰
囲
気
や
 
 

口
調
も
感
じ
ま
す
ね
。
 
 
 

在
宅
で
気
管
切
開
の
超
重
症
児
の
方
は
、
短
期
 
 

入
所
を
さ
れ
た
時
に
お
母
さ
ん
の
声
や
語
り
か
け
 
 

て
い
る
テ
ー
プ
を
持
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
 
 

を
聞
く
と
そ
の
方
は
穏
や
か
な
顔
を
し
ま
す
。
そ
 
 

れ
か
ら
好
き
な
音
楽
を
流
す
と
気
持
が
落
ち
着
く
 
 

と
か
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 
 

岩
崎
 
こ
の
方
達
は
、
実
際
わ
か
っ
て
い
て
も
そ
 
 

れ
が
他
の
方
に
伝
わ
り
に
く
い
の
で
、
こ
ち
ら
の
 
 

感
受
性
を
豊
か
に
し
て
い
る
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
 
 

に
感
じ
て
い
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
 
 

く
る
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

例
え
ば
目
が
よ
く
見
え
な
い
方
で
あ
っ
て
も
耳
 
 

で
感
じ
た
り
と
か
、
実
際
に
目
が
見
え
て
い
な
い
 
 

よ
う
に
み
え
て
も
、
．
そ
の
方
の
視
線
の
中
に
入
っ
 
 

て
い
く
と
反
応
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
あ
と
は
遠
く
 
 

は
見
え
な
く
て
も
近
く
な
ら
反
応
し
て
く
れ
る
こ
 
 

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
 
 

で
感
じ
方
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
 
 

い
ま
す
。
実
際
に
匂
い
や
音
楽
、
お
母
さ
ん
の
顔
 
 

や
声
で
脳
波
が
変
化
す
る
と
い
う
研
究
も
あ
り
ま
 
 

す
し
、
何
気
な
く
バ
ッ
と
見
る
と
何
も
反
応
が
な
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い
か
な
～
 
と
思
う
よ
う
な
子
達
で
あ
っ
て
も
、
 
 

じ
っ
く
り
と
関
わ
っ
て
み
る
と
、
か
な
り
わ
か
っ
 
 

て
い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
 
 
 

適
所
に
通
っ
て
い
る
方
で
、
い
つ
も
お
母
さ
ん
 
 

が
送
迎
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
の
で
す
が
、
「
今
日
 
 

は
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
帰
ろ
う
」
 
と
言
っ
 
 

た
ら
す
ご
く
緊
張
し
て
し
ま
っ
て
ど
う
に
も
な
ら
 
 

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
時
で
も
お
母
さ
 
 

ん
が
来
る
と
パ
ッ
と
緊
張
が
解
け
る
ん
で
す
。
お
 
 

母
さ
ん
の
声
で
反
応
し
て
い
る
の
か
、
顔
を
見
て
 
 

反
応
を
し
て
い
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
絶
 
 

対
に
お
母
さ
ん
の
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
 
 

秋
山
 
そ
う
す
る
と
、
重
い
方
々
に
は
ス
メ
ー
ズ
 
 

レ
ン
の
よ
う
な
も
の
は
非
常
に
効
果
的
で
す
ね
。
 
 

北
住
 
そ
う
で
す
ね
。
気
持
に
充
実
感
が
あ
れ
ば
 
 

健
康
面
に
も
影
響
し
て
き
ま
す
か
ら
ね
。
医
療
の
 
 

部
分
と
重
な
っ
て
き
ま
す
ね
。
 
 

l
＿
－
▲
已
l
’
・
と
マ
・
▲
＿
・
ま
？
一
＿
▼
▲
号
▲
l
▲
ト
7
・
▲
■
▼
ノ
仁
，
・
l
▲
▲
ト
▲
▼
・
・
や
▲
＿
－
■
マ
・
▲
▼
ご
▼
1
＿
▼
上
Y
・
▲
▼
一
，
1
＿
▼
も
・
1
＿
▼
■
も
▼
1
■
▼
▲
●
 
 

㊥
施
設
運
営
を
 
 

圧
迫
す
る
超
重
症
児
 
 

北
住
 
と
こ
ろ
で
、
経
済
的
な
面
か
ら
言
う
と
、
超
 
 

重
症
の
方
を
た
く
さ
ん
看
て
い
く
ほ
ど
、
施
設
の
 
 

運
営
は
厳
し
く
な
り
ま
す
。
非
医
療
的
支
援
と
か
 
 

言
っ
て
い
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 
 

一
昨
年
（
平
成
1
7
年
）
 
の
東
日
本
の
重
症
児
施
 
 

設
長
会
議
の
時
に
、
札
幌
あ
ゆ
み
の
固
か
ら
試
算
 
 

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
超
重
症
児
病
棟
の
入
所
者
 
 

3
6
名
中
、
超
重
症
児
が
1
8
名
、
準
超
重
症
児
が
1
4
 
 

名
で
、
一
】
ヶ
月
で
長
期
入
所
の
場
合
一
人
に
つ
き
 
 

1
1
0
万
円
の
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 
 

一
方
で
支
出
を
計
算
す
る
と
、
病
棟
の
人
件
費
 
 

（
直
接
職
員
だ
け
で
な
く
様
々
な
人
件
費
も
含
 
 

む
）
、
医
療
機
器
の
リ
ー
ス
代
や
施
設
の
維
持
費
な
 
 

ど
を
全
部
含
め
る
と
、
一
日
3
9
、
7
2
5
円
に
 
 

な
っ
て
一
ケ
月
一
人
に
つ
き
1
1
9
万
円
。
つ
ま
り
支
 
 

出
の
方
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
 
 

か
な
り
控
え
め
な
計
算
だ
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

結
局
、
超
重
症
児
を
し
っ
か
り
と
受
け
入
れ
て
 
 

看
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
施
設
経
営
は
厳
し
く
な
っ
 
 

て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
短
期
入
所
で
は
も
っ
と
厳
 
 

し
い
の
で
す
が
長
期
入
所
の
場
合
で
も
こ
う
で
す
。
 
 

施
設
関
係
者
の
中
で
は
共
通
認
識
と
し
て
あ
る
と
 
 

思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
実
際
は
こ
の
収
入
と
支
出
 
 

の
差
は
も
っ
と
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

み
ど
り
愛
育
園
や
東
部
は
約
5
0
％
が
超
重
症
児
 
 

で
す
が
、
私
た
ち
の
施
設
も
含
め
、
他
の
所
は
超
 
 

重
症
児
の
割
合
は
大
体
2
～
3
割
で
す
。
こ
れ
が
 
 

限
界
で
す
。
財
政
的
な
面
で
難
し
い
と
い
う
の
が
 
 

運
営
す
る
立
場
か
ら
の
意
見
で
す
。
 
 

閣
看
護
師
の
配
置
に
つ
い
て
 
 

秋
山
 
職
員
を
一
つ
の
病
棟
に
集
約
的
に
配
置
し
 
 

て
超
重
症
児
の
病
棟
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
各
病
 
 

棟
に
平
均
的
に
分
け
て
や
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
 
 

あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
い
か
が
 
 

で
す
か
～
 
 

北
住
 
効
率
を
考
え
た
場
合
に
は
超
重
症
の
方
を
 
 

ま
と
め
て
し
ま
っ
た
方
が
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
 
 

す
る
と
や
は
り
医
療
中
心
病
棟
に
な
っ
て
し
ま
っ
 
 

て
幅
の
あ
る
生
活
は
難
し
く
な
り
ま
す
ね
。
そ
れ
、
 
 

か
ら
特
定
の
ス
タ
ッ
フ
に
加
重
が
か
か
ら
な
い
よ
 
 

う
に
考
慮
す
る
と
、
あ
る
程
度
は
混
在
す
る
方
が
 
 

望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
各
施
設
の
あ
り
 
 

方
や
年
齢
に
よ
っ
て
も
異
な
る
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
安
全
性
を
考
え
た
場
合
に
は
集
中
 
 

し
た
方
が
い
い
。
そ
れ
か
ら
呼
吸
器
の
方
が
た
く
 
 

さ
ん
い
た
ら
、
あ
る
程
度
は
ま
と
め
て
看
護
師
を
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配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
場
合
、
 
 

今
の
医
療
費
体
系
で
は
、
例
え
ば
看
護
師
を
1
0
対
 
 

1
以
上
に
配
置
し
て
も
結
局
医
療
費
は
1
0
対
1
の
 
 

分
し
か
来
な
い
の
で
、
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
し
 
 

ま
い
ま
す
。
 
 

一
方
で
、
超
重
症
で
な
い
方
も
加
齢
に
よ
っ
て
 
 

看
護
ニ
ー
ズ
は
高
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
医
療
ケ
 
 

ア
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な
か
っ
た
病
棟
で
も
、
 
 

徐
々
に
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
の
看
 
 

護
師
を
減
ら
し
て
超
重
症
児
を
ま
と
め
て
い
る
病
 
 

棟
に
看
護
師
を
移
す
と
な
る
と
、
今
度
は
超
重
症
 
 

で
は
な
い
け
れ
ど
も
看
護
ニ
ー
ズ
が
高
い
方
に
対
 
 

す
る
対
応
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
 
 

で
は
、
あ
る
程
度
の
看
護
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
 
 

所
と
超
重
症
の
方
が
多
い
所
と
で
傾
斜
を
つ
け
ざ
 
 

る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
対
応
の
形
 
 

が
取
れ
る
よ
う
な
医
療
費
体
系
が
で
き
る
と
い
い
 
 

な
と
思
い
ま
す
。
 
 幽

理
想
的
な
病
床
数
は
…
 
 

秋
山
一
病
棟
の
規
模
、
病
床
数
に
関
し
て
は
い
 
 

か
が
で
す
か
？
 
 

北
住
 
経
営
が
一
番
効
率
的
な
の
は
一
病
棟
6
0
床
 
 

で
す
け
れ
ど
も
、
生
活
の
単
位
と
し
て
は
非
常
に
 
 

不
自
然
で
す
。
そ
の
中
で
超
重
症
を
看
て
い
く
の
 
 

は
非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
3
5
床
く
 
 

ら
い
が
い
い
と
思
う
の
で
す
が
…
。
 
 

岩
崎
 
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
3
0
と
か
4
0
床
で
は
経
 
 

営
効
率
が
悪
く
、
病
院
と
し
て
は
か
な
り
厳
し
い
 
 

状
況
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
診
療
 
 

報
酬
の
面
で
は
看
護
基
準
が
病
棟
ご
と
に
認
め
ら
 
 

れ
な
い
の
で
、
傾
斜
配
置
を
す
る
と
低
い
方
の
点
 
 

数
し
か
請
求
で
き
ま
せ
ん
。
 
 

北
住
 
超
重
症
が
少
な
い
場
合
は
、
特
定
の
病
棟
 
 

に
き
ち
ん
と
集
め
よ
う
と
し
て
他
の
病
棟
が
手
薄
 
 

に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
こ
で
計
算
さ
れ
て
か
え
っ
 
 

て
収
入
が
減
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
病
 
 

棟
ご
と
に
算
定
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
る
、
 
 

あ
る
い
は
全
体
で
一
定
の
平
均
が
あ
れ
ば
ち
ょ
っ
 
 

と
手
厚
い
所
と
手
薄
い
所
と
が
あ
っ
て
も
全
体
の
 
 

平
均
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
両
方
が
認
め
 
 

ら
れ
な
い
と
施
設
に
よ
っ
て
う
ま
く
維
持
で
き
な
 
 

い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
選
択
制
の
 
 

よ
う
に
な
れ
ば
一
番
良
い
と
思
い
ま
す
。
 
 

も
ー
▲
U
T
I
Y
l
号
・
▲
V
・
丘
了
▲
＿
′
と
ー
▲
▼
ノ
き
j
▲
－
・
亨
・
▲
▼
・
告
▲
Ⅶ
－
1
己
・
1
■
－
皇
－
1
＿
▼
′
－
‘
－
1
テ
ー
ー
▼
1
号
f
▲
－
・
…
・
▲
▼
⊥
三
▲
，
・
こ
＝
 
 
 

㊥
深
刻
な
看
護
師
不
足
 
 

秋
山
 
そ
れ
も
看
護
師
が
あ
る
程
度
希
望
通
り
に
 
 

確
保
で
き
れ
ば
、
何
と
か
維
持
で
き
る
と
い
う
こ
 
 

と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
 
 

北
住
 
そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
看
護
師
が
集
ま
ら
 
 

な
い
と
大
変
で
す
し
、
ま
す
ま
す
忙
し
く
な
っ
て
 
 

悪
循
環
に
な
っ
て
き
ま
す
か
ら
。
 
 
 

平
成
1
2
年
度
に
出
し
た
守
る
会
の
ビ
デ
オ
「
重
 
 

症
児
と
と
も
に
 
応
用
編
」
 
の
時
に
、
私
や
児
玉
 
 

先
生
も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
看
護
 
 

の
面
で
、
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
そ
う
い
っ
た
 
 

ビ
デ
オ
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
重
症
児
看
護
 
 

は
大
変
だ
け
れ
ど
も
充
実
感
が
あ
る
と
い
う
こ
と
 
 

を
紹
介
し
て
看
護
学
校
な
ど
に
配
れ
る
と
い
い
な
 
 

と
思
い
ま
す
。
 
 

秋
山
 
な
．
る
ほ
ど
。
看
護
師
確
保
に
役
立
つ
こ
と
 
 

を
一
緒
に
考
え
な
い
と
…
。
 
 

北
住
 
医
療
の
進
歩
の
一
つ
の
結
果
と
し
て
超
重
 
 

症
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
切
り
捨
 
 

て
る
の
で
は
な
く
支
え
て
い
く
看
護
の
世
界
に
、
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秋
山
 
そ
こ
で
医
療
費
の
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
 
 

こ
の
間
厚
生
労
働
省
に
要
望
に
行
っ
た
時
に
7
対
 
 

1
看
護
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
て
き
た
の
で
す
 
 

が
…
。
例
え
ば
、
診
療
報
酬
体
系
で
は
な
く
、
今
 
 

の
超
重
症
児
加
算
を
大
幅
に
引
き
上
げ
て
も
ら
う
 
 

と
か
、
看
護
体
制
そ
の
も
の
は
川
対
1
で
も
、
そ
 
 

ア
ル
フ
ァ
 
 

れ
に
プ
ラ
ス
α
看
護
師
を
置
く
た
め
に
充
実
し
 
 

て
も
ら
え
ば
そ
れ
で
も
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
 
 

。
 
 

北
住
 
1
0
対
1
と
7
対
1
で
は
、
一
日
約
3
0
0
点
の
 
 

違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
超
重
症
加
算
を
そ
の
3
0
0
 
 

点
プ
ラ
ス
し
て
も
ら
う
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
 
 

た
く
さ
ん
人
材
が
集
ま
っ
て
き
て
く
れ
た
ら
充
実
 
 

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
子
ビ
も
の
ケ
ア
を
し
た
 
 

い
看
護
師
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
重
症
児
者
は
か
 
 

な
り
年
齢
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
難
 
 

し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
 
 

重
症
児
施
設
 
 

新
た
な
役
割
 
 

㊥
超
重
症
児
者
を
 
 
 

多
く
引
き
受
け
る
た
め
に
は
 
 

秋
山
 
N
I
C
U
は
一
日
8
万
円
と
い
い
ま
す
が
。
 
 

北
住
 
N
I
C
U
の
高
い
入
院
医
療
費
の
算
定
は
 
 

日
数
が
長
く
な
る
と
適
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 
 

で
す
か
ら
、
N
I
C
U
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
小
児
 
 

病
棟
に
移
っ
て
長
期
に
入
院
し
て
い
る
場
合
、
多
 
 

く
は
、
小
児
入
院
医
療
管
理
料
の
1
 
（
一
日
3
6
 
 

0
0
点
）
 
が
基
本
と
な
る
医
療
費
と
な
り
、
そ
れ
 
 

に
超
重
症
加
算
（
3
0
0
点
）
や
人
工
呼
吸
器
加
算
（
6
0
0
 
 

点
）
 
と
酸
素
や
そ
の
他
の
治
療
費
が
つ
き
ま
す
。
 
 
 

同
じ
よ
う
な
状
態
の
超
重
症
児
の
お
子
さ
ん
が
 
 

重
症
心
身
障
害
児
施
設
に
入
所
し
た
場
合
は
障
害
 
 

者
施
設
等
入
院
基
本
料
（
区
分
1
の
場
合
で
1
2
 
 

す
が
、
病
棟
全
て
が
超
重
症
児
で
は
な
い
が
看
護
 
 

師
は
多
く
配
置
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
そ
の
 
 

病
棟
へ
の
医
療
費
が
高
く
あ
る
べ
き
と
い
う
考
え
 
 

方
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
一
般
病
棟
で
も
7
対
1
 
 

が
認
め
ら
れ
過
ぎ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
 
 

は
、
実
質
的
に
は
、
超
重
症
加
算
を
高
く
し
て
い
 
 

た
だ
く
こ
と
が
、
実
質
的
で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
 
 

㊥
在
宅
を
支
え
る
短
期
入
所
の
課
題
 
 

北
住
 
次
に
短
期
入
所
で
す
が
、
超
重
症
児
の
短
 
 

期
入
所
は
施
設
運
営
に
と
っ
て
は
最
も
不
利
で
す
。
 
 

自
立
支
援
法
で
の
重
症
児
の
短
期
入
所
は
一
日
2
 
 

4
0
0
点
な
ら
び
に
外
来
診
療
扱
い
の
医
療
費
で
 
 

す
ね
。
荏
宅
人
工
呼
吸
指
導
管
理
料
、
在
宅
酸
素
 
 

療
法
指
導
管
理
料
な
ど
算
定
し
て
い
る
場
合
が
多
 
 

い
の
で
、
短
期
入
所
中
に
酸
素
や
人
工
呼
吸
器
を
 
 

6
9
点
）
と
特
殊
疾
患
入
院
施
設
管
理
加
算
（
3
5
0
 
 

点
）
 
を
合
わ
せ
た
も
の
が
基
本
の
医
療
費
と
な
り
 
 

ま
す
の
で
、
基
本
の
医
療
費
の
と
こ
ろ
で
一
般
病
 
 

院
と
は
一
目
約
2
0
0
0
点
 
（
2
万
円
）
 
く
ら
い
 
 

の
差
が
あ
り
ま
す
。
 
 
 

施
設
長
期
入
所
の
場
合
は
福
祉
か
ら
の
お
金
 
 

（
施
設
給
付
費
）
 
が
加
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
額
は
、
 
 

こ
の
医
療
費
の
差
の
半
分
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
し
 
 

た
が
っ
て
、
こ
の
差
の
額
が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
し
か
 
 

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
超
重
症
児
加
算
と
し
 
 

て
さ
ら
に
1
0
0
0
点
く
ら
い
は
プ
ラ
ス
さ
れ
て
 
 

も
良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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使
っ
て
も
そ
の
分
の
医
療
費
は
入
り
ま
せ
ん
。
 
 
 

都
内
の
施
設
の
多
く
は
、
医
療
処
置
が
多
い
お
 
 

子
さ
ん
の
短
期
入
所
は
、
結
局
は
自
立
支
援
法
で
 
 

の
短
期
入
所
で
な
く
医
療
入
院
と
し
て
い
て
福
祉
 
 

か
ら
の
お
金
は
入
っ
て
こ
な
い
短
期
入
所
と
し
て
 
 

い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
医
療
費
 
 

収
入
は
先
ほ
ど
の
算
定
の
よ
う
な
程
度
で
す
し
、
 
 

さ
ら
に
、
人
工
呼
吸
器
や
酸
素
の
算
定
も
制
限
さ
 
 

れ
ま
す
。
 
 
 

N
I
C
U
か
ら
一
般
病
棟
に
移
っ
て
医
療
費
は
 
 

月
約
1
3
0
～
1
5
0
万
円
位
だ
っ
た
お
子
さ
ん
が
や
っ
と
 
 

退
院
で
き
在
宅
に
移
行
で
き
て
、
私
た
ち
が
短
期
 
 

入
所
で
お
あ
ず
か
り
し
た
と
し
て
、
入
っ
て
く
る
 
 

お
金
は
、
そ
の
半
分
～
3
分
の
2
位
な
の
で
す
。
 
 

超
重
症
児
の
在
宅
支
援
を
考
え
る
と
短
期
入
所
は
 
 

で
き
る
だ
け
活
用
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
 
 

ま
せ
ん
が
、
超
重
症
に
な
る
程
、
施
設
に
と
っ
て
 
 

は
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
 
 
 

以
前
は
東
京
都
が
短
期
入
所
の
ベ
ッ
ド
確
保
料
 
 

を
先
駆
的
に
保
障
し
、
超
重
症
児
を
受
け
入
れ
て
 
 

も
経
費
的
に
は
成
り
立
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
今
 
 

は
ベ
ッ
ド
確
保
料
が
削
ら
れ
て
き
て
、
経
常
的
に
 
 

は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
在
宅
の
 
 

超
重
症
児
の
生
活
を
支
え
て
い
る
の
は
短
期
入
所
 
 

で
す
か
ら
、
そ
れ
で
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
が
、
 
 

と
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
 
 

秋
山
 
そ
こ
で
、
こ
の
自
立
支
援
法
の
短
期
入
所
 
 

2
4
0
0
0
円
を
例
え
ば
超
重
症
児
に
限
っ
て
こ
 
 

の
倍
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
超
重
症
児
も
受
け
 
 

入
れ
を
増
し
て
も
ら
え
る
か
と
。
 
 

北
住
 
超
重
症
児
の
方
の
場
合
に
は
、
施
設
に
と
 
 

っ
て
は
財
政
的
に
厳
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
ま
す
 
 

の
で
そ
の
位
に
し
て
も
ら
え
ば
、
助
か
り
ま
す
。
 
 

今
は
、
外
来
で
皆
さ
ん
が
因
っ
て
い
る
状
況
を
見
 
 

て
い
ま
す
の
で
、
不
採
算
だ
か
ら
受
け
な
い
と
は
 
 

言
え
な
い
で
す
ね
。
 
 
 

も
う
一
つ
の
問
題
と
し
て
、
看
護
師
の
確
保
が
 
 

で
き
な
い
と
、
安
全
面
が
確
保
で
き
な
い
の
で
数
 
 

を
制
限
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
無
理
し
 
 

て
受
け
て
事
故
が
起
き
た
ら
、
ご
本
人
も
ご
家
族
 
 

も
ス
タ
ッ
フ
も
つ
ら
い
で
す
か
ら
。
責
任
が
あ
り
 
 

ま
す
の
で
安
易
な
気
持
で
お
受
け
す
る
こ
と
は
で
 
 

き
ま
せ
ん
。
 
 

秋
山
 
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
重
症
児
施
設
の
 
 

ベ
ッ
ド
の
絶
対
数
が
不
足
し
て
い
る
。
今
入
っ
て
 
 

い
る
人
で
固
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
 
 

ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
例
え
ば
N
I
C
U
か
ら
来
 
 

る
人
と
か
、
そ
う
い
う
人
を
ど
ん
ど
ん
受
け
て
く
 
 

れ
と
言
わ
れ
た
ら
、
新
た
な
べ
ッ
ド
を
用
意
し
な
 
 

け
れ
ば
、
誰
か
が
退
所
し
な
い
限
り
回
転
は
し
な
 
 

い
わ
け
で
す
よ
ね
。
 
 

北
住
 
そ
れ
は
肢
体
不
自
由
児
施
設
が
機
能
を
果
 
 

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
。
私
た
ち
の
 
 

と
こ
ろ
で
も
重
症
児
施
設
も
短
期
入
所
を
受
け
て
 
 

い
ま
す
が
、
整
肢
療
護
部
門
で
主
に
短
期
入
所
を
 
 

受
け
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
今
後
は
肢
体
不
自
由
 
 

児
施
設
も
含
め
て
入
所
機
能
の
あ
る
と
こ
ろ
で
受
 
 

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
と
思
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

た
だ
肢
体
不
自
由
児
施
設
の
場
合
は
福
祉
か
ら
 
 

の
お
金
 
（
施
設
給
付
費
な
．
ど
）
 
が
非
常
に
少
な
い
 
 

の
で
、
そ
こ
の
条
件
も
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
 
 

な
か
な
か
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
も
視
 
 

野
を
広
げ
な
が
ら
対
応
の
幅
を
広
げ
て
い
く
必
要
 
 

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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㊥
N
I
C
U
後
方
支
援
を
担
う
に
は
 
 

NICU後方支援に必要なものは何か、ゼんな施設なら可能かなど真剣に話し合う先生方  

秋
山
 
そ
こ
で
、
N
I
C
U
の
後
方
支
援
と
し
て
、
 
 

重
症
児
施
設
が
果
た
す
役
割
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
 
 

し
ょ
う
か
？
 
 

岩
崎
 
平
成
1
8
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
研
究
 
 

班
の
報
告
で
は
、
全
国
1
8
8
施
設
に
新
生
児
期
か
ら
 
 

引
き
続
き
1
年
以
上
入
院
し
て
い
る
児
が
2
1
6
名
い
 
 

る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
児
童
の
受
け
 
 

入
れ
先
と
し
て
は
、
地
域
の
療
育
セ
ン
タ
 

心
身
障
害
児
施
設
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
と
の
こ
 
 

と
で
す
。
 
 
 

理
由
は
、
医
療
も
き
ち
ん
と
看
ら
れ
る
し
、
生
 
 

活
も
考
え
て
も
ら
え
る
か
ら
と
い
う
こ
と
な
の
で
 
 

す
が
、
重
症
児
施
設
が
N
I
C
U
に
入
院
し
て
い
 
 

る
子
達
を
す
ぐ
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
と
言
う
と
、
 
 

か
な
り
様
々
な
問
題
点
が
ご
ざ
い
ま
す
。
医
局
で
 
 

話
し
合
い
先
日
の
厚
労
省
か
ら
の
視
察
の
時
に
和
 
 

泉
先
生
に
お
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 
 

和
泉
 
は
い
。
東
部
も
開
設
か
ら
1
年
半
が
経
ち
 
 

ま
す
が
、
何
ケ
所
か
の
N
I
C
U
や
病
院
か
ら
そ
 
 

う
い
っ
た
方
を
受
け
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
う
直
 
 

接
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
院
内
で
の
話
し
合
い
 
 

の
結
果
、
や
り
た
く
て
も
で
き
な
い
理
由
が
た
く
 
 

さ
ん
浮
上
し
ま
し
た
。
 
 
 

逆
に
開
設
の
時
に
、
乳
児
院
や
N
I
C
U
、
あ
 
 

る
い
は
出
生
時
か
ら
大
学
病
院
な
ど
の
小
児
科
に
 
 

入
院
さ
れ
て
い
て
自
宅
に
帰
ら
ず
に
当
セ
ン
タ
ー
 
 

に
直
接
移
ら
れ
た
方
が
1
5
名
い
ら
っ
し
や
い
ま
す
。
 
 

そ
の
中
で
N
I
C
U
か
ら
い
ら
し
た
方
が
3
名
。
 
 

ど
の
方
も
他
の
在
宅
か
ら
い
ら
し
た
方
や
短
期
入
 
 

所
を
体
験
さ
れ
て
き
た
方
に
比
べ
る
と
、
主
に
医
 
 

療
面
で
非
常
に
落
ち
着
か
な
く
て
、
特
別
な
ケ
ア
 
 

や
注
意
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
 
 

り
ま
し
た
。
 
 
 

視
察
に
来
ら
れ
た
時
に
、
「
も
し
そ
の
N
I
C
U
 
 

の
後
方
支
援
と
し
て
中
間
施
設
的
な
タ
イ
プ
の
も
 
 

の
が
提
供
可
能
で
あ
る
と
し
た
ら
、
ど
う
い
っ
た
 
 

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
可
能
か
？
」
 
と
い
う
ご
質
問
 
 

が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
東
部
の
医
局
の
ス
タ
ッ
 
 

フ
で
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 
 

1
9
・
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▲
ミ
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ヽ
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▲
▼
√
冬
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▲
▼
▲
う
‘
＿
▼
A
▼
・
l
▲
7
∫
■
▼
▲
T
l
■
’
・
▲
〓
マ
・
▲
＿
▼
⊥
L
て
・
▲
＿
1
．
し
丁
・
～
1
▲
T
・
▲
7
．
仁
フ
＝
l
＿
▼
∫
と
T
」
■
Y
r
▲
†
l
＿
r
▲
？
 
 
 

㊥
後
方
支
援
に
必
要
な
も
の
 
 
 

和
泉
一
つ
は
、
ポ
ス
ト
N
－
C
U
的
な
医
療
の
 
 

提
供
と
い
う
意
味
で
は
、
2
4
時
間
看
護
師
が
そ
ば
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